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ものです。これらの温室効果ガスの発

生量の推定や発生メカニズムに関す

る研究に加え、モデルによる発生量予

測なども研究されています。特に水田

から発生するメタンおよび肥料の施

用に由来する亜酸化窒素の発生量削

減も重要なテーマです。 

一方、地球規模での炭素循環におけ

る土壌有機炭素の重要性が注目されて

います。土壌有機物は土壌の基本的な

構成要素であり、その炭素蓄積量は、陸

上の植物バイオマス中の炭素の約３倍と

莫大であるため（約 1500Pg と推定）、その

わずかな増減が炭素循環に大きく影響すると考えられます。すなわち、土壌炭素を蓄積させる農

耕地管理（土壌による炭素隔離技術）により、土壌は大気の二酸化炭素の大きな吸収源となり得ま

す。このことから、土壌呼吸に関する研究に加えて、土壌炭素量の増加を目指した農地管理を行

った場合の炭素蓄積量の長期予測モデルや土壌炭素の蓄積メカニズムに関する研究も多く行わ

れています。 

 

図２：農耕地から発生する温室効果ガスの自

動連続測定風景 
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図３．（左）不耕起・落葉堆肥施用管理（２８年間）により通常の約 2倍の土壌炭素を貯留す

るアロフェン質黒ぼく土壌。この表層 20cm には、1年以下～千年以上の年代を持つ有機炭素

が蓄積しています。 

（右）耕起管理を行っているアロフェン質黒ぼく土壌 

（写真提供：農業環境技術研究所 和穎朗太）

 


